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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法であって、
　コンピュータにより、ｍ×ｎ以上の画素を含む入力画像から、画素のそれぞれが色値を
有するｍ×ｎ画素セルを得る工程と、
　前記コンピュータにより、前記ｍ×ｎ画素セルにおける最も高い色値と、最も低い色値
と、を決定する工程を含む、前記ｍ×ｎ画素セルの特徴を判断する工程と、
　前記コンピュータにより、前記最も高い色値と前記最も低い色値との間の差を算出する
工程と、
　前記差が閾値差以下である場合、前記コンピュータにより、前記最も高い色値と、前記
最も低い色値との間に含まれる色値から、１の出力色値を選択し、単色オペコードと、前
記出力色値の表示と、を含む、前記出力色値の第１の表現を出力媒体に書き込む工程と、
　前記差が前記閾値差より大きい場合、前記コンピュータにより、複数の出力色値を選択
し、前記複数の出力色値の第２の表現を前記出力媒体に書き込む工程と、
を備え、
　前記複数の出力色値は、２つの出力色値から構成されており、
　前記第２の表現は、
　　２色オペコードと、
　　前記２つの出力色値のそれぞれの表示と、
　　前記ｍ×ｎ画素セルの各画素を、前記２つの出力色値のうちの１つと関連付ける前記
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ｍ×ｎ画素セルの画素ごとのビットマップとを含む方法。
【請求項２】
　前記ｍ×ｎ画素セルは、前記入力画像の単一のカラーチャンネルのみにおける複数の色
値と関連付けられている請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記特徴を判断する工程は、
　前記ｍ×ｎ画素セルにおける色値のヒストグラムを決定する工程と、
　前記ヒストグラムから、前記ｍ×ｎ画素セル内の色値のうち、前記最も低い色値からあ
る閾値の範囲内にある２番目に低い色値と、前記最も高い色値から前記ある閾値の範囲内
にある２番目に高い色値と、を取得する工程と、
　前記ヒストグラムから、前記ｍ×ｎ画素セルには、前記最も低い色値と、前記２番目に
低い色値と、前記２番目に高い色値と、前記最も高い色値と、以外の色値が存在しないと
判断する工程と、を含み、
　前記複数の出力色値を選択する工程は、前記最も低い色値と前記２番目に低い色値との
うちの１つと、前記２番目に高い色値と前記最も高い色値とのうちの１つと、を選択する
工程を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数の出力色値は、最大４つの出力色値からなり、
　前記第２の表現は、
　　４色オペコードと、
　　前記最大４つの出力色値の各々の表示と、
　　前記ｍ×ｎ画素セル内の各画素を、前記最大４つの出力色値のうちの１つと関連付け
るｍ×ｎ画素セルの画素ごとのビットマップと、を含む、請求項１または２に記載の方法
。
【請求項５】
　前記特徴を判断する工程は、
　前記ｍ×ｎ画素セルの色値のヒストグラムを決定する工程と、
　前記ヒストグラムから、前記最も低い色値と前記最も高い色値との間にそれぞれ存在す
る第１の中間色値と、第２の中間色値とを取得する工程と、
　前記ヒストグラムから、
　　前記最も低い色値と、
　　前記第１の中間色値と、
　　前記第２の中間色値と、
　　前記最も高い色値と、
　　前記最も低い色値と、前記第１の中間色値と、前記第２の中間色値と、前記最も高い
色値と、のうちの１つに隣接する１つ以上の色値と、
　以外の色値が、前記ｍ×ｎ画素セルに存在しないと判断する工程と、をさらに含み、
　前記複数の出力色値を選択する工程は、前記最も低い色値と、前記第１の中間色値と、
前記第２の中間色値と、前記最も高い色値と、のそれぞれ、またはそれらの近傍の色値を
、前記４つの出力色値として選択する工程を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ｍ×ｎ画素セル上において離散コサイン変換（ＤＣＴ）を実行する工程をさらに含
み、
　前記複数の出力色値は、前記ＤＣＴの演算結果に基づいており、
　前記第２の表現は、ＤＣＴオペコードと、前記ＤＣＴ演算結果を含む、請求項１または
２に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数の出力色値は、４つの出力色値から構成されており、
　前記４つの出力色値のそれぞれは、前記ｍ×ｎ画素セルの角の色値であり、
　前記第２の表現は、勾配オペコードと、前記４つの色値の各々の表示と、を含む、請求
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項１または２に記載の方法。
【請求項８】
　前記特徴を判断する工程は、
　前記４つの出力色値の双一次補間に基づいて、ｍ×ｎの画素のテンプレートセットを取
得する工程と、
　前記ｍ×ｎ画素セルの色値を前記テンプレートセットのｍ×ｎの画素の色値と比較する
工程と、
　前記ｍ×ｎ画素セルの画素の色値が、前記テンプレートセットにおけるｍ×ｎの画素の
色値と、少なくともほぼ一致すると決定する工程と、を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記出力媒体に書き込まれる表現に基づいて、出力装置に、ｍ×ｎ画素セルの色値の近
似値を再形成する工程をさらに含む、請求項１から８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　コンピュータによる実行において、前記コンピュータに、請求項１から９のいずれかに
記載の方法の動作を実行させるプログラム命令を格納する非一時的なコンピュータ読み取
り可能な記録媒体。
【請求項１１】
　コンピュータであって、
　プロセッサと、
　データ記憶装置と、
　前記データ記憶装置に格納され、前記コンピュータによる実行において、前記コンピュ
ータに、請求項１から９のいずれかに記載の方法の動作を実行させるプログラム命令を備
えるコンピュータ。
【請求項１２】
　コンピュータによる実行において、前記コンピュータに請求項１から９のいずれかに記
載の方法の動作を実行させるプログラム。
【請求項１３】
　方法であって、
　コンピュータにより、ｍ×ｎ以上の画素を含む入力画像から、画素のそれぞれが色値を
有するｍ×ｎ画素セルを得る工程と、
　前記コンピュータにより、前記ｍ×ｎ画素セル内の画素の色値を判断する工程を含む、
前記ｍ×ｎ画素セルの特徴を判断する工程と、
　前記コンピュータにより、前記色値のうち、最も高い色値と最も低い色値との間の差を
算出する工程と、
　前記差が閾値差以下である場合、前記コンピュータにより、前記最も高い色値と、前記
最も低い色値との間に含まれる色値から１の出力色値を選択し、単色オペコードと、前記
出力色値の表示と、を含む、前記出力色値の第２の表現を、出力媒体に書き込む工程と、
　他の場合において、前記ｍ×ｎ画素セルの前記色値が実質的に２つの色値から構成され
ている場合、前記コンピュータにより、
　　２色オペコードと、
　　前記２つの出力色値のそれぞれの表示と、
　　前記ｍ×ｎ画素セル内の各画素を、前記２つの出力色値のうちの１つと関連付ける、
前記ｍ×ｎ画素セルの画素ごとのビットマップと、
　を含む、第２の表現を前記出力媒体に書き込む工程と、
　さらに他の場合において、前記ｍ×ｎ画素セルの前記色値が実質的に３つまたは４つの
色値から構成されている場合、前記コンピュータにより、
　　４色オペコードと、
　　前記３つまたは４つの色値のそれぞれの表示と、
　　前記ｍ×ｎ画素セルの各画素を、前記３つまたは４つの色値のうちの１つと関連付け
る、前記ｍ×ｎ画素セルの画素ごとのビットマップと、
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　を含む第３の表現を前記出力媒体に書き込む工程と、
　さらに他の場合において、前記ｍ×ｎ画素セルの前記色値が、実質的に４つより多い色
値から構成されている場合、前記コンピュータにより、
　　前記ｍ×ｎ画素に対して離散コサイン変換（ＤＣＴ）の演算を実行し、
　　ＤＣＴオペコードと、前記ＤＣＴ演算の結果と、を含む、第４の表現を前記出力媒体
に書き込む工程と、
を備える方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はデジタル画像の画素セルに基づく圧縮（Cell-Based Compression of Digital 
Images）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、業務用および家庭用のいずれにおいても、様々な印刷装置の普及が進んでいる。
従来の白黒のプリンタに加えて、現在、カラーのプリンタ、スキャナ、複写機、ファック
ス等の装置が、一般的である。これらのうちの２つ以上の機能を有する複合機（ＭＦＰ）
も、広く利用されている。これらの装置は、より一般的になるにつれて、より複雑な文書
の処理に使われるようになってきている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第５,９１５,０７９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、デジタル画像の画素セルベースでの圧縮方法に提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　例示の実施形態において、ｍ×ｎ画素セルは、入力画像から得られることができる。入
力画像はｍ×ｎ画素より多くの画素を含んでいてもよく、ｍ×ｎ画素セルのｍ×ｎ画素の
各々はそれぞれの色値を有していてもよい。ｍ×ｎ画素セルの特徴が判断されてもよい。
特徴を判断する工程は、ｍ×ｎ画素セルの最も低い色値および最も高い色値を決定する工
程を含んでいてもよい。最も高い色値と最も低い色値との差が算出されてもよい。差が閾
値の差以下である場合、最も高い色値と最も低い色値との間に存在する出力色値が選択さ
れてもよく、出力色値の第１の表現が出力媒体に書き込まれてもよい。第１の表現は、単
色オペコードおよび出力色値の表示を含んでいてもよい。差が閾値差より大きい場合、複
数の出力色値が選択されてもよく、複数の出力色値の第２の表現が出力媒体に書き込まれ
てもよい。
【０００６】
　他の例示の実施形態において、ｍ×ｎ画素セルは、入力画像から得られることができる
。入力画像はｍ×ｎ画素より多くの画素を含んでいてもよく、ｍ×ｎ画素セルのｍ×ｎ画
素の各々はそれぞれの色値を有していてもよい。ｍ×ｎ画素セルの特徴が判断されてもよ
いく、特徴を判断する工程はｍ×ｎ画素セルの画素の色値を決定する工程を含んでいても
よい。最も高い色値と最も低い色値との差が決定されてもよい。差が閾値の差以下である
場合、最も高い色値と最も低い色値との間に存在すの出力色値が、選択されてもよい。出
力色値の第１の表現は、出力媒体に書き込まれてもよい。第１の表現は、単色オペコード
および出力色値の表示を含んでいてもよい。ｍ×ｎ画素セルの色値が、実質的に２つの色
値から成る場合、２つの色値の第２の表現が出力媒体に書き込まれてもよい。第２の表現
は、２色オペコード、２つの色値の各々の表示およびｍ×ｎ画素セルの各画素を２つの色
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値のうちの１つと関連付ける、ｍ×ｎ画素セルの画素ごとのビットマップを含んでいても
よい。ｍ×ｎ画素セルの色値が、実質的に３つまたは４つの色値から成る場合、３つまた
は４つの色値の第３の表現が出力媒体に書き込まれてもよい。第３の色値は４色のオペコ
ード、３つまたは４つの色値の各々の表示およびｍ×ｎ画素セルの各画素を３つまたは４
つの色値の１つと関連付けるｍ×ｎ画素セルの画素ごとのビットマップを含んでいてもよ
い。ｍ×ｎ画素セルの色値が、実質的に４つ以上の色値から成る場合、離散コサイン変換
（ＤＣＴ）演算がｍ×ｎ画素セルに実行されてもよく、第４の表現が出力媒体に書き込ま
れてもよい。第４の表現は、ＤＣＴオペコードおよびＤＣＴ演算結果を含んでいてもよい
。
【０００７】
　追加の実施形態は、コンピュータによる実行において、前記コンピュータに、上記のい
ずれかに記載の方法の動作を実行させるプログラム命令を格納する非一時的なコンピュー
タ読み取り可能な記録媒体を含んでいてもよい。
【０００８】
　さらなる実施形態は、少なくともプロセッサ、データ記憶装置、少なくとも一つのプロ
セッサによる実行に応じて、コンピュータ・システムに上記の例示の実施形態のいずれか
または両方ともに従って作動させる、データ記憶装置に格納されたプログラム命令を含む
コンピュータ・システムを含んでいてもよい。
【０００９】
　他の態様、利点および変形例は、必要に応じて添付の図面を参照しながら以下の詳細な
説明を読むことによって、当業者にとって明らかになるであろう。更に、この欄において
、そして、この文書の他の部分で示される説明は、請求された内容を例示することを目的
として示されるものであり、制限することを目的とするものではないことを理解されたい
。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、デジタル画像の画素セル単位での圧縮方法が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、例示の実施形態における印刷装置を示す模式図である。
【図２】図２は、例示の実施形態における印刷装置のコンピュータの構成要素を示すブロ
ック図である。
【図３】図３は、例示の実施形態における、印刷装置を含む様々なデータ経路を示すブロ
ック図である。
【図４】図４は、例示の実施形態における、電子文書に含まれる画像の一例を示す図であ
る。
【図５Ａ】図５Ａは、例示の実施形態における、圧縮／解凍技術の例を示す図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、例示の実施形態における、圧縮／解凍技術の他の例を示す図である
。
【図６】図６は、例示の実施形態における、一連のｍ×ｎ画素セルを評価して、圧縮する
方法を表す図である。
【図７】図７は、例示の実施形態における、圧縮技術を示す図である。
【図８】図８は、例示の実施形態における、勾配圧縮の態様を表す図である。
【図９】図９は、例示の実施形態における、２色圧縮の態様を表す図である。
【図１０】図１０は、例示の実施形態における、フローチャートである。
【図１１Ａ】図１１Ａは、例示の実施形態におけるフローチャートの他の例である。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、例示の実施形態におけるフローチャートの他の例である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、例示の実施形態の方法および装置を説明する。本願明細書において示される趣旨
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および内容の範囲を逸脱しない範囲で、他の例示の実施形態または構成を利用することが
可能であり、また、他の変更がなされることもできる。以下では、添付の図面を参照しな
がら詳細な説明がなされる。
【００１３】
　本願明細書において記載されている例示の実施形態は、本発明を限定しない。本願明細
書において概要として記載されており、添付図面に図示される、本発明の態様は、多種多
様な異なる構成において、配置されることができ、置換されることができ、組み合わせる
ことができ、切り離されることができ、設計されることができることは容易に理解できる
。そして、その態様の全ては本願明細書において明確に考察される。
【００１４】
　１．　はじめに
　印刷技術は、白黒の画像だけを形成する単純なドット・マトリクス・ベースの出力装置
から、高解像度のカラー画像を形成することができる今日の高度なレーザー型の印刷装置
まで、これまで３０年以上にわたり進展してきている。加えて、最新の印刷装置は、複写
機、スキャナおよびファックスとして機能することもできる。そのために、それらの装置
は、印刷またはファックスを行うために待機される、または、スキャンされた、多数の電
子文書を格納することが可能である。このように、多くの印刷装置は、例えば、一つ以上
のプロセッサ、データ格納部および入出力インタフェースを含むことができるコンピュー
タの特殊な形態でもある。
【００１５】
　印刷装置は、家庭、事業、または、その他の場所において用いられるかどうかにかかわ
らず、様々な他のコンピュータに通信により接続することができる共用のリソースであっ
てもよい。従って、ある環境においては、多数のコンピュータが、印刷する目的で、電子
文書を印刷装置に発信することができるように、印刷装置の記憶容量の要求が非常に高く
なることがある。典型的には、印刷装置は、先着順に（ｆｉｒｓｔ－ｃｏｍｅ－ｆｉｒｓ
ｔ－ｓｅｒｖｅｄ）、一度に１つの電子文書を印刷、複製、ファックスおよび／またはス
キャンする。従って、このような印刷装置は、これらのサービスを行うために待機してい
る、潜在的にかなりの数の電子文書を格納することができる。データ格納部（例えば、ラ
ンダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、ソリッドステートメモリ、ハードディスク・メモ
リおよび／またはフラッシュメモリ等のメモリ）は、高価なことがあるので、印刷装置の
データ格納部の記憶容量を削減する目的で、格納された電子文書を圧縮することが有益と
なりうる。加えて、いくつかの電子文書が印刷装置およびコンピュータへと送信される、
および／またはそれらから送信されることができるので、これらの電子文書を圧縮するこ
とにより、文書の送信速度をより急速にすることが可能となり、また、使用するネットワ
ークの容量を削減することができる。
【００１６】
　さらに、印刷ジョブが大きくなることがある（例えば、印刷ジョブは数百ページに及ぶ
１以上の電子文書を含むことがある）ので、各ジョブが印刷される前に、キューで待機さ
れた印刷ジョブを圧縮することにより、短期記憶の使用を減らし空き領域を確保すること
が可能となる。加えて、ユーザは、後ほど印刷するために長期間の記憶装置（長期記憶領
域）での印刷ジョブの保存を望むことがある。このときも、印刷ジョブを圧縮することに
よって、より多くの印刷ジョブを保存することができる。さらにまた、長期記憶装置から
の大きい印刷ジョブの格納および引き出しは遅くなる可能性がある、しかし、印刷ジョブ
を圧縮し、その大きさをより小さくすることによって、そのような格納や引き出しを促進
することができる。
【００１７】
　２．　印刷装置の例
　図１は、例示の実施形態の印刷装置１００を示す。印刷装置１００は、部分的に格納さ
れたおよび／または全体が格納された電子文書を様々な形の物理的な出力メディアに印刷
するように構成されていてもよい。これらの出力メディアは、種々の大きさおよび形態の
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紙、オーバーヘッドプロジェクタに用いられる透明フィルム（ｏｖｅｒｈｅａｄ　ｔｒａ
ｎｓｐａｒｅｎｃｉｅｓ）、等を含んでもよく、また、これらに限定されるものではない
。印刷装置１００は、「プリンタ」と呼ばれることもある。
【００１８】
　印刷装置１００は、例えばパーソナル・コンピュータ、サーバ装置、プリントサーバ、
などのコンピュータの、ローカル周辺機器として機能してもよい。これらの場合、印刷装
置１００は、例えばシリアルポート・ケーブル、パラレル・ポート・ケーブル、ユニバー
サルシリアルバス（ＵＳＢ）ケーブル、ファイヤーワイヤー（Ｆｉｒｅｗｉｒｅ、ＩＥＥ
Ｅ　１３９４）ケーブルまたは高精細度マルチメディアインターフェース（Ｈｉｇｈ―Ｄ
ｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ（ＨＤＭＩ））ケーブ
ルによりコンピュータに取り付けられることができる。このように、コンピュータは、印
刷装置１００に対し、電子文書の供給源として機能することができる。
【００１９】
　一方では、印刷装置１００は、例えばイーサネットまたは８０２．１１（Ｗｉｆｉ）イ
ンタフェース等、有線または無線のネットワーク・インタフェースを含んでいてもよい。
このように配置されることで、印刷装置１００は、ネットワーク上の印刷装置１００と通
信することができる任意の数のコンピュータに対する印刷装置として機能することができ
る。いくつかの実施形態においては、印刷装置１００は、同時に、ローカル周辺機器およ
びネットワーク上のプリンタとして機能することができる。印刷装置１００を使用する目
的で、コンピュータは、一つ以上のプリンタ・ドライバをインストールしてもよい。これ
らのプリンタは、印刷される電子文書を、コンピュータに格納された種々のローカルな表
現から、印刷装置１００によってサポートされる一つ以上の表現に変換するソフトウェア
の構成要素を含んでいてもよい。
【００２０】
　上記のように、印刷装置１００は、コンピュータであると考えられることができ、また
、印刷に関連する作業も印刷に関連しない作業も実行することができる。
【００２１】
　上記の如く、印刷装置１００は、複写機、ファックスおよびスキャナ機能を含んでいて
もよい。いくつかの実施形態では、複写機および／またはファックスとしての機能を促進
する目的で、印刷装置１００は、スキャナ機能を使用できるように構成されていてもよい
。例えば、印刷装置１００は、電子フォーマットに物理的な文書（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄ
ｏｃｕｍｅｎｔ）をスキャンして電子文書を作成することができ、それから、結果として
得られる電子文書を印刷して複写物を提供することができ、および／または結果として得
られる電子文書を電話インターフェースを介して送信してファックス機能を提供すること
ができる。
【００２２】
　その様々な機能をサポートする目的で、印刷装置１００は、ドキュメントフィーダ／排
出トレイ１０２、給紙カセット（ｐａｐｅｒ　ｓｔｏｒａｇｅ）１０４、ユーザ・インタ
フェース１０６、スキャナー部１０８および筐体１１０を含んでいてもよい。印刷装置が
多種多様な形態をとることができることが理解される。従って、印刷装置１００は図１に
おいて表されるより多くまたはより少ない構成要素を含んでいてもよいし、図１において
表される態様と異なる態様で配置された構成要素を含んでいてもよい。
【００２３】
　ドキュメントフィーダ／排出トレイ１０２は、スキャンされることになっているか、複
製されることになっているかまたは、ファックスされることになっている物理的な文書（
例えば、一つ以上の用紙の束）を保持することができる。ドキュメントフィーダ／排出ト
レイ１０２により、マニュアル動作を必要とすることなく、印刷装置１００による処理の
ために複数の物理的な文書を印刷装置１００が自動的に供給することができる構成が有効
である。ドキュメントフィーダ／排出トレイ１０２は、印刷装置１００によって処理され
た物理的な文書を保持する一つ以上の別々の排出トレイを含んでいてもよい。これらは、
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例えば、印刷装置１００のファックスおよび／または複写機能によって作成された物理的
な文書だけでなく、印刷装置１００によってスキャンされたか、複製されたかまたは、フ
ァックスされた物理的な文書を含んでいてもよい。
【００２４】
　給紙カセット１０４は、様々な形態の物理的な媒体用のトレイおよび／または給紙の構
成要素を含んでいてもよい。例えば、給紙カセット１０４は、８　１／２　×　１１イン
チの紙、Ａ４紙、レターヘッド紙、封筒、その他のための別々のトレイを含んでいてもよ
い。物理的な媒体の出力（例えば、印刷、複製および／または、ファックスの受信等）を
行う印刷装置１００の任意の機能として、給紙カセット１０４は、物理的な媒体を供給す
ることができる。
【００２５】
　例えばユーザから入力を受け取って、出力をユーザに提供するために、ユーザ・インタ
フェース１０６は、印刷装置１００と、人間または人間以外のユーザとの相互作用を促進
することができる。このように、ユーザ・インタフェース１０６は、例えばキーパッド、
キーボード、タッチ式または存在を感知する方式のパネル（ｐｒｅｓｅｎｃｅ－ｓｅｎｓ
ｉｔｉｖｅ　ｐａｎｅｌ）、ジョイスティック、マイクロホン、スチルカメラおよび／ま
たはビデオ・カメラ等の入力の構成要素を含んでいてもよい。ユーザ・インタフェース１
０６は、例えば、ディスプレイ画面（例えば、存在を感知する方式のパネルと結合される
ことができる）、陰極線管（ＣＲＴ）、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、発光ダイオード（
ＬＥＤ）タイプのディスプレイ、デジタルミラーデバイスを使用した表示システム（ｄｉ
ｇｉｔａｌ　ｌｉｇｈｔ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ（ＤＬＰ））を使用したディスプレイ、
電球および／または現在知られているまたは将来開発される一つ以上の他の類似の装置等
の一つ以上の出力構成要素を含んでいてもよい。ユーザ・インタフェース１０６は、また
、例えば、スピーカ、スピーカ・ジャック、オーディオ出力ポート、オーディオ出力デバ
イス、イヤホンおよび／または現在知られているまたは将来開発される他の類似の装置を
介して、聞き取り可能な出力を生成することが可能となるように、構成されていてもよい
。
【００２６】
　スキャナー素子１０８は、移動可能な光源がガラスパネルの上に配置される物理的な媒
体を走査するように作動するガラスパネルでもよい。あるいは、ガラスパネルの下に配置
されたデジタル・カメラが、物理的な媒体の画像を撮影することによってガラスパネルの
上に配置される物理的な媒体を「走査」してもよい。走査された物理的な媒体の画像は、
印刷装置１００と関連付けられてデータ格納部に格納されてもよい。
【００２７】
　筐体１１０は、例えばドキュメントフィーダ／排出トレイ１０２、給紙カセット１０４
、ユーザ・インタフェース１０６および走査素子１０８のような、印刷装置１００の様々
な構成要素を収容する、あるいは相互に接続する物理的な筐体を含んでいてもよい。加え
て、シャシー１１０は、図１に示されない他の構成要素を収容していてもよい。例えば、
筐体１１０は、一つ以上のトナーカートリッジ、液体インク・ジェット、ベルト、ローラ
ーおよび／または電源を収容していてもよい。更に、筐体１１０は、例えば有線および／
または無線のネットワーク・インタフェース、ＲＪ４５ジャック等の電話通信インタフェ
ース、ＵＳＢインターフェース、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨインタフェース、カードリーダーポ
ート、等の通信インタフェースを収容していてもよい。
【００２８】
　さらに、印刷装置１００は、汎用および／または特別に設計されたコンピュータの構成
要素に基づいていてもよいので、筐体１１０はこれらの構成要素の一部もしくは全部を収
容していてもよい。その点で、図２は、印刷装置１００に含まれうるコンピュータの構成
要素（例えば、コンピュータの機能素子）の例示の実施形態２００を示す。
【００２９】
　コンピュータの構成要素２００は、プロセッサ２０２、データ格納部（データ記憶部）
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２０４および入出力機能２０６を含んでいてもよい。そして、その全てはシステムバス２
０８または類似の機構によって連結されていてもよい。プロセッサ２０２は、例えば、一
つ以上の汎用プロセッサおよび／または一つ以上の専用プロセッサ（例えば、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）またはデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）等））等の一つ以上の
中央演算処理装置（ＣＰＵ）を含んでいてもよい。
【００３０】
　また、データ格納部２０４は、揮発性および／または不揮発性のデータ格納部を有して
いてもよく、全体的にあるいは部分的にプロセッサ２０２と統合されていてもよい。デー
タ格納部２０４は、プロセッサ２０２によって実行可能なプログラム命令、および、本願
明細書において記載されている様々な方法、プロセスまたは機能を実行するようにこれら
のプログラム命令によって扱われるデータを格納していてもよい。あるいは、これらの方
法、プロセスまたは機能は、ハードウェア、ファームウェア、および／または、ハードウ
ェア、ファームウェアおよびソフトウェアのうちの任意の組合せによって定義されること
ができる。従って、データ格納部２０４は、一つ以上のプロセッサによる実行において、
印刷装置１００に、本願明細書または添付図面に開示された任意の方法、プロセス、また
は機能を実行させるプログラム命令を記憶した、有形の、非一時的なコンピュータ読み取
り可能な記録媒体（ｔａｎｇｉｂｌｅ，ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙ　ｃｏｍｐｕｔｅ
ｒ－ｒｅａｄａｂｌｅ　ｍｅｄｉｕｍ）を含むことができる。
【００３１】
　入出力機能２０６は、ユーザ・インタフェース１０６に関して記載されている任意の機
能および／または構成要素を含んでいてもよい。このように、入出力機能２０６は、プロ
セッサ２０２の動作を構成する、および／または制御するものとして機能することができ
る。入出力機能２０６は、また、プロセッサ２０２によって実行される動作に基づく出力
を提供することもできる。
【００３２】
　印刷装置のこれらの例は、説明の便宜上示されている。更に、上記の例に加え、または
上記の例に代えて、本願明細書における実施形態の要旨を逸脱しない範囲で、他の可能な
プリンタおよびコンピュータ技術の他の組合せが存在してもよいし、また、他の態様で部
分的に組み合わせてもよい。
【００３３】
　図３は、印刷装置１００によって処理される電子文書の表現が通過することができる可
能なデータ経路のいくつかを示す。図３においては、印刷装置１００は、スキャナ機能３
０２および印刷機能３０４を含むことができると仮定されている。これらの機能の各々は
、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、またはハードウェア、ファームウェア
および／またはソフトウェアの任意の組合せでも行うことができる。加えて、スキャン機
能３０２および印刷機能３０４の各々は、コンピュータ３００や、考えられる他のコンピ
ュータにも通信することができる。ある場合においては、印刷装置１００でサポートされ
るデータ経路は、「パイプライン（ｐｉｐｅｌｉｎｅ）」と称されることもある。
【００３４】
　スキャン－プリントデータ経路（ｓｃａｎ－ｔｏ－ｐｒｉｎｔ　ｄａｔａ　ｐａｔｈ）
３１０は、スキャン機能３０２および印刷機能３０４によってサポートされることができ
る。例えば、ユーザが印刷装置１００に物理的文書を複製するように指示するときに、ス
キャン－プリントデータ経路３１０が使われることができる。この指示に応えて、スキャ
ン機能３０２は、物理的文書を走査して電子文書にし、スキャン－プリントデータ経路３
１０を介して印刷機能３０４に電子文書を送信することができる。スキャン－プリントデ
ータ経路３１０の使用は、電子文書の一部もしくは全部を印刷装置１００のデータ格納部
に少なくとも一時的に格納することを含んでいてもよい。それから、印刷機能３０４は、
物理的な媒体（例えば、一枚以上の紙）に、電子文書を印刷することができる。
【００３５】
　スキャン－ホストデータ経路（ｓｃａｎ－ｔｏ－ｈｏｓｔ　ｄａｔａ　ｐａｔｈ）３０



(10) JP 6076206 B2 2017.2.8

10

20

30

40

50

６は、また、スキャン機能３０２およびコンピュータ３００によってサポートされること
ができる。例えば、ユーザが印刷装置１００に物理的な文書をスキャンするように指示す
る際に、スキャン－ホストデータ経路３０６が使われることができる。また、ユーザは、
印刷装置１００に、結果として生じる電子文書の表現（ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ）
をコンピュータ３００に送信（転送）するように指示することもできるし、または、印刷
装置１００は、自動的に電子文書をコンピュータ３００に転送するように予め設定されて
いてもよい。このように、この指示に応じて、スキャン機能３０２は、物理的な文書を走
査して電子文書とし、スキャン－ホストデータ経路３０６を介して、結果として生じる電
子文書をコンピュータ３００に送信することができる。スキャン－ホストデータ経路３０
６の使用は、電子文書の一部もしくは全部を印刷装置１００のデータ格納部に少なくとも
一時的に格納して、結果として生じる電子文書の表現をコンピュータ３００に転送するこ
とを含んでいてもよい。
【００３６】
　ホスト－プリントデータ経路（ｈｏｓｔ－ｔｏ－ｐｒｉｎｔ　ｄａｔａ　ｐａｔｈ）３
０８は、コンピュータ３００および印刷機能３０４によってサポートされることができる
。例えば、ユーザがコンピュータ３００に対し、電子文書を印刷装置１００に印刷するよ
うに指示する際に、ホスト－プリントデータ経路３０８が使われることができる。この指
示に応じて、コンピュータ３００は、電子文書の表現を印刷機能３０４に転送することが
できる。印刷装置１００は、印刷機能３０４を介して、物理的な媒体（ｐｈｙｓｉｃａｌ
　ｍｅｄｉａ）に電子文書を印刷することができる。電子文書を印刷する前におよび／ま
たは印刷する間に、電子文書の一部もしくは全部が、印刷装置１００のデータ格納部に格
納されてもよい。
【００３７】
　おそらく印刷装置１００によりサポートされる他のデータ経路だけでなく、上記のデー
タ経路の少なくとも１つにおいては、電子文書は、明らかに、記憶領域、および／または
ネットワークまたはケーブル上における転送を必要とする可能性がある。電子文書の蓄積
および転送の効率は、記憶および／または転送されるこれらの電子文書を圧縮することに
よって、改善されうる。例えば、電子文書が、平均して、それらの最初のサイズの１／４
に圧縮される場合、データ記憶領域の大きさが固定値であるとき、約４倍の電子文書を、
データ格納部に格納することができる。更に、このように圧縮された電子文書のネットワ
ークやケーブルを介した転送は、圧縮されていない電子文書の転送時に比べ、約４倍の速
度で行うことができる。
【００３８】
　以下では、印刷装置１００によって処理される電子文書の圧縮を提供する各種実施形態
が説明される。
【００３９】
　３．　例示の実施形態の圧縮技術（Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ　Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ）
　これまで、圧縮方法として、あるデータ経路においては、非可逆圧縮（損失性の圧縮（
ｌｏｓｓｙ　ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ））が利用され、一方で、可逆圧縮（無損失の圧縮
（ｌｏｓｓｌｅｓｓ　ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ））が他のデータ経路で使われてきた（非
可逆圧縮技術は、データの一部を破棄することによってデータを圧縮する技術であり、可
逆圧縮技術はいかなるデータも破棄することなくデータを圧縮する技術である。）。例え
ば、ある実施態様においては、ホスト－プリントデータ経路３０８は、電子文書を印刷し
た文書において、テキストおよび画像の線画の鮮明なエッジが保存されるように、可逆圧
縮を用いてもよい。一方、スキャン－ホストデータ経路３０６およびスキャン－プリント
データ経路３１０は、グラフィカルイメージを含んでいるスキャンされた物理的な文書を
効率的に格納して転送することを目的として、非可逆圧縮を利用してもよい。印刷装置１
００は、より効率的な構成とすることができ、そのソフトウェアおよび／またはハードウ
ェアの実装は、そのデータ経路の少なくとも一部（場合によっては全部）において、同じ
または同様の圧縮技術を用いることにより、単純化することが可能である。
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【００４０】
　ａ．　例示の画像
　図４は、印刷装置１００によって処理される物理的な文書あるいは電子文書に含まれる
画像４００の例で示す。例示の画像４００はモノクロで示されているが、類似特性を有す
るカラー画像が印刷装置１００によって処理されてもよい。
【００４１】
　図４から分かるように、例示の画像４００は、様々な形の内容を含む。例えば、例示の
画像４００は、エッジが鮮明なテキストおよび線画を含む。更に、例示の画像４００には
、写真のようにリアルなデータ（例えば、画像４００の右下角部）を含む部分だけでなく
、連続的な中間調（例えば、画像４００の左上角部）を含む部分がある。例示の画像４０
０は、例えば、パンフレット、雑誌、ビラまたは広告のような、ビジネスでの印刷物にお
いて使われる一般的な画像の例である。
【００４２】
　一元的な圧縮技術により、例示の画像４００の鮮明なエッジおよび線を正確に表現する
ことが可能となり、その一方で、例示の画像４００を含む電子文書の必要な記憶領域を減
らすために非可逆圧縮をさらに使用することができる。
【００４３】
　ｂ．　例示の画像のカラーモデル（Ｉｍａｇｅ　Ｃｏｌｏｒ　Ｍｏｄｅｌｓ）
　電子文書は、多くのカラーモデルを使用して表されることができる。そして、強力な圧
縮技術が、これらのカラーモデルの一部もしくは全部に対し作用することが可能であるほ
うが好ましい。更に、圧縮技術は、個々のカラーモデルに特有の前処理を含んでいてもよ
い。
【００４４】
　例えば、赤―緑―青（ＲＧＢ）カラーモデルは、テレビ、モニタ、およびコンピュータ
・スクリーン等の電子的な出力装置上における画像の表示の用に供することができる。Ｒ
ＧＢは、可視光域の色を表現する様々な方法において、赤色光、緑色光、および青色光が
互いに足し合わされる加法混色のカラーモデルである。例えば、シアンは緑および青を混
合することによって表現することができ、黄色は赤および緑を混合することによって表現
することができ、マゼンタは赤および青を混合することによって表現することができ、白
は、赤・緑・青を混合することによって表現されることができる。
【００４５】
　ＲＧＢ画像における画素は、３つのチャネルのタプル（Ｒ，Ｇ，Ｂ）として表されるこ
とができる。各チャネルはゼロから所定の最大値（例えば、２５５）まで変化することが
できる。もし、チャネルの全てがゼロである場合、黒が表現されてもよい。チャネルの全
てが最大値である場合、再現可能な最も明るい白が表現されてもよい。
【００４６】
　異なる出力装置においては、同じＲＧＢ画像を異なる方式により表示することができる
という点で、ＲＧＢの出力は典型的にはデバイスに依存する。ある場合には、これらの違
いは、人間によって知覚されることがある。いくつかの実施形態においては、スキャン－
ホストデータ経路３０６を使用して印刷装置１００にスキャンされる物理的な文書が、Ｒ
ＧＢカラーモデルを使用して符号化されることができる。
【００４７】
　シアン－マゼンタ－イエロー（ＣＭＹ）カラーモデルが、印刷装置によるカラー画像の
印刷に用いられることができる。ＣＭＹは、可視光域の色を表現する様々な方法において
、白色表面上に、シアン、イエローおよびマゼンタが付与される減法混色のカラーモデル
である。例えば、赤はマゼンタおよびイエローを混合することによって表現することがで
き、青はシアンおよびマゼンタを混合させることによって表現することができ、そして、
緑はシアンおよびイエローを混合することによって表現することができる。このように、
ＣＭＹカラーモデルは、ＲＧＢカラーモデルを補うもの（補色の関係にある）と考えても
よい。
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【００４８】
　ＣＭＹ画像における画素は３つのチャネルのタプル（Ｃ，Ｍ，Ｙ）として表されること
ができる。そして、各チャネルはゼロから所定の最大値まで変化することができる。チャ
ネルの全てがゼロである場合、白が表現されてもよい。チャネルの全てが最大値である場
合、黒が表現されてもよい。
【００４９】
　ＲＧＢカラーモデルと同様に、同じＣＭＹの画像が、異なる印刷装置上では、異なるよ
うに見える可能性があるという点で、ＣＭＹ出力は、典型的には、デバイスに依存する。
ある場合には、これらの違いは、人間によって知覚される可能性がある。いくつかの実施
形態においては、ホスト－プリントデータ経路３０８および／またはスキャン－プリント
データ経路３１０を使用している印刷装置１００によって印刷される電子文書が、ＣＭＹ
カラーモデルを使用して符号化されることができる。
【００５０】
　いくつかの実施形態では、４つのチャネルを用いるＣＭＹＫカラーモデルが用いられる
こともできる。この４つのチャネルを用いたＣＭＹＫカラーモデルは、キー（ｋｅｙ）チ
ャネル（黒チャネル）も使われるという点以外、ＣＭＹカラーモデルとほぼ同様または同
じであってもよい。黒を形成するためにシアン、マゼンタおよび黄色を混合することに加
えて、別のキーの（黒の）インク源が、黒を形成するために用いられることができる。こ
のように、ＣＭＹＫ画像の画素は４つのチャネルのタプル（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）として表す
ることができ、各チャネルはゼロから所定の最大値まで変化することができる。
【００５１】
　ＣＭＹＫカラーモデルを使用して、ＣＭＹモデルと同じ色がサポートされることができ
るが、Ｋの色剤がＣ、ＭおよびＹの色剤の混合物と置き換えることができるので、典型的
には、色剤（インク）の使用量をより少なくすることができる。しかしながら、ＣＭＹＫ
カラーモデルの、他のカラーモデルへの変換や、他のカラーモデルからの変換は、必ずし
も都合よくは可能とならないことがある。なぜなら、Ｋの色剤の追加により、例えば、同
じ色がＣ、Ｍ、ＹおよびＫの異なる組合せにより表現できることから、冗長性が付加され
る可能性があるからである。
【００５２】
　他のカラーモデルはグレー（中間調）、または、グレースケールとも呼ばれ、モノクロ
の画像の表現に使われることができる。ＲＧＢおよびＣＭＹ／ＣＭＹＫカラーモデルとは
異なり、グレースケールカラーモデルの各画素は、画素の強度を符号化する単一のチャネ
ルを使用して表される。グレーチャネルによって使用される値は、黒に対応するゼロから
、白（例えば、２５５）に対応する所定の最大値まで、変化することができる。いくつか
の実施形態では、印刷装置１００でサポートされる１つ以上のデータ経路において、グレ
ースケールのカラーモデルを使用して、画像を符号化することが可能となってもよい。
【００５３】
　他のカラーモデルとしては、例えばＹＣｂＣｒがある。ある実施態様においては、この
カラーモデルが、画像の代替の表現として用いられることができる。具体的には、Ｙチャ
ネルは画素の輝度を表し、ＣｂおよびＣｒチャネルが、それぞれ、青－黄クロミナンス（
ｂｌｕｅ－ｙｅｌｌｏｗ　ｃｈｒｏｍｉｎａｎｃｅ）および赤－緑クロミナンス（ｒｅｄ
－ｂｌｕｅ　ｃｈｒｏｍｉｎａｎｃｅ）を表すことができる。ＹＣｂＣｒカラーモデルは
、ＲＧＢカラーモデルおよびＣＭＹカラーモデルとの関係性が明確であり、比較的容易に
、これらのカラーモデルからの変換およびこれらのカラーモデルへの変換が可能である。
【００５４】
　ＹＣｂＣｒカラーモデルにおける更なる利点としては、ＹＣｂＣｒカラーモデルを用い
て符号化される画像の圧縮は、ＲＧＢまたはＣＭＹ／ＣＭＹＫカラーモデルを用いて符号
化される画像の圧縮より効率的であるという傾向がある点がある。特に、人間の眼は、画
像における高周波（例えば、急速に変化する）成分のクロミナンスに関する情報の検知が
得意ではない。従って、ＣｂおよびＣｒチャネルの高周波成分を無視することによっても
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、ＹＣｂＣｒカラーモデルを用いて符号化された画像は、この情報（クロミナンスの情報
）を十分に利用したものとすることができる。このように、以下に詳述するように、特定
のカラーモデルに符号化される画像は、圧縮のパフォーマンスを向上させる目的で、圧縮
の前にＹＣｂＣｒカラーモデルに変換されてもよい。
【００５５】
　ｃ．　例示の圧縮技術（Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ　Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ）の概要
　例示の実施形態の圧縮技術の概要が、図５Ａおよび５Ｂに示されている。図５Ａにおい
て、ブロック５００では、電子文書は、グレースケールのカラーモデルまたはＣＭＹＫカ
ラーモデルで表されていてもよい。ブロック５０２では、セルベースでの圧縮（ｃｅｌｌ
－ｂａｓｅｄ　ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ（以下に詳細に述べられる））は、電子文書の各
チャネルに適用することができる。従って、グレースケールの電子文書に対し、セルベー
スの圧縮は、グレーのチャネルに適用することができる。ＣＭＹＫの電子文書に対し、セ
ルベースの圧縮は、Ｃ、Ｍ、ＹおよびＫのチャネルの各々に別々に適用することができる
。ブロック５０２の結果は、電子文書の圧縮バージョンを表現するビットストリーム（ｂ
ｉｔ　ｓｔｒｅａｍ）であってもよい。
【００５６】
　ブロック５０４では、セルベースの解凍（以下に詳細に述べられる）が、電子文書の各
チャネルに適用することができる。これは、ブロック５０６での、グレースケールまたは
ＣＭＹＫの電子文書の再現に結果としてなることもある。しかしながら、セルベースの技
術が非可逆圧縮を使用する場合、ブロック５０６の電子文書がブロック５００の電子文書
と異なる可能性がある点に留意する必要がある。しかしながら、電子文書のこれらのバー
ジョン間の違いは小さくすることができ、したがって、人間によって認識されないように
することもできる。
【００５７】
　図５Ｂにおいて、ブロック５０８では、電子文書は、ＲＧＢまたはＣＭＹカラーモデル
において表現されてもよい。ブロック５１０では、この電子文書は、ＹＣｂＣｒカラーモ
デルに変換されることができる。加えて、属性ビット（ａｔｔｒｉｂｕｔｅ　ｂｉｔ）が
、電子文書に対して格納されてもよい。例えば、画素が純粋な白（ｐｕｒｅ　ｗｈｉｔｅ
）、純粋な黒（ｐｕｒｅ　ｂｌａｃｋ）または他のグレースケール（中間調）のカラーで
ある場合、一つ以上の属性ビットが、この情報を符号化することができて、画素に対し、
別々に格納されることができ、また、圧縮（例えば、可逆的な圧縮）されることができる
。
【００５８】
　ブロック５１２において、セルベースの圧縮は、電子文書の各チャネルに適用されるこ
とができる。このように、セルベースの圧縮は、Ｙ、ＣｂおよびＣｒチャネルの各々に対
し、別々に適用されることができる。ブロック５１２の結果は、電子文書の圧縮されたバ
ージョンを表すビットストリームであってもよい。
【００５９】
　ブロック５１４では、セルベースの解凍を、電子文書の各チャネルに適用することがで
きる。これは、電子文書のＹＣｂＣｒバージョンの再現に結果としてなることがある。し
かしながら、セルベースの技術が非可逆圧縮を使用する場合、電子文書の再現されたバー
ジョンがブロック５１０の電子文書と異なってもよい点に留意する必要がある。しかしな
がら、図５Ａに示される技術と同様に、電子文書のこれらのバージョンの違いは、小さく
することができ、したがって、人間によって認識されないようにすることもできる。加え
て、ブロック５１６では、ブロック５１０で圧縮されて、格納される属性ビットに符号化
される情報（もしあるならば）は、解凍され、電子文書の再現されたＹＣｂＣｒバージョ
ンに統合されることができる。
【００６０】
　ブロック５１８では、電子文書の再現されたＹＣｂＣｒバージョンが、その最初のＲＧ
ＢまたはＣＭＹカラーモデルへ変換して戻されてもよい。これは、ブロック５２０におけ
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るＲＧＢまたはＣＭＹの電子文書と同じまたはほぼ同様の電子文書の再現に、結果として
なる場合がある。
【００６１】
　図５Ａおよび５Ｂに図示される圧縮技術は、単に例示のために示されていることを理解
されたい。したがって、様々な代替技術が、本願明細書における実施形態によってさらに
含まれうる。例えば、ＹＣｂＣｒカラーモデルへの変換、および、ＹＣｂＣｒカラーモデ
ルからの変換は、省略されてもよい。更に、属性ビットの独立な圧縮、記憶および解凍が
、省略されてもよい。
【００６２】
　ｄ．　例示のセルベースの圧縮（Ｃｅｌｌ―Ｂａｓｅｄ　Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ）
　セルベースの圧縮の一態様は、それが電子文書の各カラーチャネルを一つ以上のｍ×ｎ
画素のセルに分割し、そして、部分的に独立あるいは完全に独立な方式で各セルを圧縮す
るというものであってもよい。例えば、ｍは８であり、ｎは４であってもよい。あるいは
、ｍは８であり、同様に、ｎも８であってもよい。ｍおよびｎとして他の値が用いられて
もよい。各セルは、どんなタイプの圧縮方法がそのセルのデータの圧縮に対して最も効率
的であるか決定するために、評価されることができる。例えば、セルが、全体として、同
じ色である画素から構成されている場合、そのセルのデータは、その色の表現およびおそ
らくいくらかの付加的なデータ（ｏｖｅｒｈｅａｄ　ｄａｔａ）の表現へと、非常に効率
的に圧縮されることができる。しかしながら、セルが複雑な、多色の写真のようにリアル
な画像の一部を含む場合、セルのデータはこのような高い圧縮率で圧縮されることは難し
くなる。
【００６３】
　図６は、電子文書におけるカラーチャネル６００における一連のセルを評価し、圧縮す
る方法を示す。列６０２の最も左のセルから始めて、各セルは、セルベースの技術に従っ
て圧縮される。ある意味では、圧縮プロセスは、列６０２に沿って左から右に移動する。
ついで、列６０４に対し、圧縮プロセスは、右から左に移動する。列６０６に対して、圧
縮プロセスは、左から右にもう一度移動する。列６０８に対して、圧縮プロセスは、右か
ら左にもう一度移動する。なお、カラーチャネル６００のセルは、異なる順で圧縮されて
もよい。
【００６４】
　上記の如く、所定のセル（注目セル）に対して使用される適した圧縮方法は、セルの中
に含まれるデータに依存しうる。図７は、どの圧縮技術がセルに適用されるべきか決定す
る１つの可能な方法を示すフローチャートである。図７では、以下で更に詳細に説明され
る、例えばＤ１、Ｇ４、Ｐ２、Ｐ４およびＤＣＴのような、多くの圧縮方法に関連する。
【００６５】
　ブロック７００で、画素情報が、所定のセル（注目セル）から集められてもよい。この
情報は、セル内の最小の色値および最大の色値を含んでいてもよい。更に、色値のヒスト
グラムが、各セルに対して算出されてもよい。
【００６６】
　本願明細書において、「色値（ｃｏｌｏｒ　ｖａｌｕｅ）」は、画素の色の数値的な表
現を示していてもよい。例示の色値は、８ビットで表され、０－２５５の範囲であっても
よいし、１６ビットで表され、０―６５５３５の範囲であってもよい。しかしながら、色
値は、他の数のビットによって表されることができ、異なる範囲の値で表されることがで
きる。更に、色値は、黒および／または白が、ある色の理論の下においては「色」である
と考慮されない可能性がある場合であっても、黒、白、および黒と白との間の様々なグレ
ーの中間調を表すのに用いることができる。
【００６７】
　加えて、セルが色勾配を含むかどうかの評価が、実行されてもよい。この評価において
は、セル内の色値が、双一次補間（ｂｉ―ｌｉｎｅａｒｌｙ　ｉｎｔｅｒｐｏｒａｔｉｏ
ｎ）により４点、すなわち、例えば、セル内の４つの角における画素の色値の勾配により
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正確に表されることができるかどうか、判断されてもよい。セル内の角以外の画素の実際
の色値が、画素の双一次補間により得られる色値の勾配閾値（ｇｒａｄｉｅｎｔ　ｔｈｒ
ｅｓｈｏｌｄ）内にある場合には、そのセルは勾配圧縮（ｇｒａｄｉｅｎｔ　ｃｏｍｐｒ
ｅｓｓｉｏｎ）（Ｇ４）の候補とされてもよい。
【００６８】
　ブロック７０２では、セルの色値の範囲が決定され、色範囲閾値（ｃｏｌｏｒ　ｒａｎ
ｇｅ　ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ）と比較されてもよい。色値の範囲が色範囲閾値内にある場合
、ブロック７０４において、Ｄ１圧縮がセルに適用されてもよい。そうでなければ、ブロ
ック７０６では、セル内の画素が、双一次補間による４点の勾配により表現される（ブロ
ック７００で決定されるように）場合、ブロック７０８では、Ｇ４圧縮がセルに適用され
てもよい。セルが色勾配を含むかどうかの評価は、ブロック７００においてよりもむしろ
ブロック７０６において実行されてもよい。
【００６９】
　セルが色勾配を含まない場合、ブロック７１０では、セルが実質上２色のパターンを含
むかどうかが決定されてもよい。この場合には、ブロック７１２では、Ｐ２圧縮が、セル
に適用されてもよい。そうでなければ、ブロック７１４で、セルが実質上４色のパターン
を含むかどうかが、判断されてもよい。この場合には、ブロック７１６で、Ｐ４圧縮がセ
ルに適用されてもよい。セルが実質上４色のパターンを含まない場合、ブロック７１８で
、離散コサイン変換（ＤＣＴ）圧縮がセルに適用されてもよい。
【００７０】
　図７は、単にセルベースの圧縮の１つのありうる手順を例示している。他の手法が存在
してもよく、そして、これらのブロックにおいては異なる圧縮方法を使用することもでき
、および／または所定のセルに対してどの圧縮方法を使用するべきかについての判断に対
し、異なる論理を適用してもよい。一般に、より効率的な圧縮方法（セルの圧縮表現を符
号化するのに用いられるビットの数という点で）がより効率的でない圧縮方法より優先さ
れるプロセスを、図７は例示する。以下では、様々な圧縮方法をより詳細に説明する。
【００７１】
　ｉ．　Ｄ１圧縮（Ｄ１　Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ）
　所定のセル（注目セル）の画素の全てが単一の色値を用いて表されることができる場合
に、Ｄ１圧縮を使うことができる。これは、セル内のすべての画素が同じ色値を有する必
要があるということではない。Ｄ１圧縮は、セルの最大色値と最小色値との差が予め定め
られた色範囲閾値内にあるときに、使われることができる。
【００７２】
　例えば、セル内の各画素が０から２５５までの色値を示すと仮定する。色範囲閾値が３
である場合に、すべての画素が７４、７５または７６のいずれかの色値を有する場合、こ
のセルに対して、Ｄ１圧縮を適用することができる。存在する３つの色値のうちの１つ（
例えば、中間の色値７５）が、セル内の全ての画素の色値を表すために用いられてもよい
。
【００７３】
　このようにして、セルを表すために必要なデータの量を、減らすことができる。この圧
縮が非可逆性圧縮（損失性の圧縮）である場合であっても、閾値が十分に小さいときには
、損失は人間の観察によっては認識されないようにすることができる。加えて、圧縮効率
および画質は、色範囲閾値を変えることによって、互いにトレードオフの関係となりうる
。例えば、色範囲閾値として１０を用いると、色範囲閾値として２を用いる場合に比べ、
より効率的に圧縮できるが、画質が低下する可能性がある。
【００７４】
　ある場合には、複数の隣接セル（例えば、行または列において隣接するセル）の全ては
、Ｄ１圧縮および同一の色値を使用して、よく表現されることができる。このように、Ｄ
１圧縮の方法は、色値によって符号化されるランレングス（ｒｕｎ　ｌｅｎｇｔｈ）符号
化による圧縮を可能とする。いくつの続くセルにおいてＤ１圧縮および色値を使用して圧
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縮されるかについても、ランレングス符号化により表現することができる。あるいは、ラ
ンレングス符号化により、合計でいくつのセルがＤ１圧縮および色値を使用して圧縮され
るかを表すことができる。
【００７５】
　色値が所定の色値（デフォルト値（ｄｅｆａｕｌｔ　ｃｏｌｏｒ））である場合には、
Ｄ１圧縮方法のバリエーション（Ｄ１Ｄ圧縮と呼ぶこともある）が使われることができる
。ＹＣｂＣｒ色空間のＹチャネル、グレースケール色空間、および全てのＣＭＹＫ色空間
において、デフォルト値は、０および２５５であってもよい。ＹＣｂＣｒ色空間のＣｂお
よびＣｒ平面においては、デフォルト値は、１２８および２５５であってもよい。Ｄ１Ｄ
圧縮は、Ｄ１圧縮よりいくらか効果的な符号化が可能である。限定された数のデフォルト
値（例えば、２つ）だけが色空間にあるので、これらのデフォルトの色値は少数のビット
（例えば、１つの色値につき１ビット）で表されることができる。従って、Ｄ１Ｄ圧縮に
よれば、各セルにつき必要となるビット数を、Ｄ１圧縮より少なくすることができる。
【００７６】
　ｉｉ．　Ｇ４圧縮（Ｇ４　Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ）
　上記の如く、セルの色値が双一次補間による４点の色勾配によって合理的によく表現さ
れることができる場合に、Ｇ４圧縮を用いることができる。なお、４点は、それぞれ、セ
ルの４つの角の画素に対応する。図８は、この方法の動作を例示する。ブロック８００お
よび８０２は、８×８画素セルの画素の色値を表現する。個々の画素はｘ軸およびｙ軸を
使用して配置することができ、各画素の色は画素と関連付けて、ｚ軸方向の高さによって
表現される。（例えば、低い色値はｚ軸上の高さを小さくすることによって表され、その
一方で、高い色値はｚ軸上の高さを大きくすることによって表されることができる。）
　ブロック８００は、セル内の４点の色勾配の例である。角以外の画素は、角の画素の色
値の間において円滑な変化を示すように、それぞれの色値を有する。セルがＧ４圧縮を使
用して符号化されるかどうか判断するために、代表的な表現（例えばブロック８０２）が
、セル内の角の画素の色値に基づいて形成されてもよい。例えば、双一次補間の方式を用
いて、角以外の画素のそれぞれは、「提案された」（代表的な表現として提案された）色
値と関連付けられてもよい。ブロック８０２に示すように、同じ提案された色値を有する
画素は、２つまたは４つを単位にして分類されてもよい。より多くまたはより少ない画素
の単位が用いられてもよい。それから、角以外の画素のそれぞれに対し、それぞれの提案
された色値が、その画素の実際の色値と比較されてもよい。これらの色値の差が角以外の
全ての画素に対し、勾配閾値より少ない場合、Ｇ４圧縮が使われてもよい。
【００７７】
　ｉｉｉ　Ｐ２圧縮　（Ｐ２　Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ）
　所定のセル（注目セル）の画素の全てが２つの色値を使用して表すことができる場合、
Ｐ２圧縮を用いることができる。これは、セル内の全ての画素が、必ずしも、これらの２
つの色値のうちの１つである場合に限らない。その代わりに、セル内の全ての色値が２つ
の色値の周辺に集まっている場合（例えば、２つの色値から所定の閾値以内である場合）
、Ｐ２圧縮を使うことができる。例えば、セル内の画素が０と２５５との間の色値をとり
うるが、全ての色値が７５、７６、１２４、または１２５のいずれかである場合、これら
の色値のうちの、各群を代表する２つが、選択されてもよい。このように、７５の色値が
、７５または７６の色値を有する画素の色を表現するために用いることができ、そして、
１２４の色値を、１２４または１２５の色値を有する画素の色を表現するために用いても
よい。
【００７８】
　セルがＰ２圧縮の候補であるかどうか判断するための評価の１つの方法を、図９に示す
。セル９００は、２（二進数で００１０）、３（二進数で００１１）および１４（二進数
で１１１０）の４ビットの色値を有する例示の実施形態の４×４画素のセルである。セル
９００は２つより多くの色値を有するが、色値２および色値３を単一の色値（例えば、色
値２および色値３のうちの１つ）によって表すことが可能であるので、Ｐ２圧縮をセル９
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００に対して使うことができる。
【００７９】
　従って、セル９００は、Ｐ２圧縮について、３ステップのプロセスを使用して評価され
ることができる。第１ステップでは、ヒストグラムマスク（ｈｉｓｔｏｇｒａｍ　ｍａｓ
ｋ）９０２が、セル９００に対して、判断に用いられてもよい。ｃ個の色値を有するセル
に対して、ヒストグラムマスクは、ｃ／２ビットの長さであってもよい。例えば、セル９
００は、１６個の色値を有する可能性があり、長さ８ビットのヒストグラムマスク９０２
を有する。
【００８０】
　更に、ヒストグラムマスク９０２の各ビットは、２つの連続する色値の異なる組を表わ
す。こうして、例えば、ヒストグラムマスク９０２の左端の色値は、０および１を表し、
左端から２番目の色値は、２および３を表す。ヒストグラムマスク９０２内のあるビット
（注目ビット）について、そのビットにより表される２つの色値のうちの少なくとも１つ
がセル９００内に存在する場合、そのビットは１に設定される。そうでなければ、ビット
は、０に設定される。こうして、ヒストグラムマスク９０２に対して、色値２および３を
示すビットおよび色値１４および１５を示すビットのみが、１に設定される。
【００８１】
　加えて、クオリフィケーションマスク（ｑｕａｌｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｍａｓｋ）が、
セルに対して判断に用いられてもよい。クオリフィケーションマスクにおいて、セルにお
いて最も低い色値および最も高い色値を表しているビットは、０に設定されてもよい。さ
らに、最も低い色値を示すビットの右側にある１つ以上のビット、および最も高い色値を
示すビットの左側にある１つ以上のビットを０に設定されてもよい。他の全てのビットは
、１に設定されてもよい。こうして、クオリフィケーションマスク９０４において、左端
から２番目にあるビットは、セル９００において最も低い色値である色値２を表すので、
０に設定される。加えて、左端から２つ目のビットの右側に位置する２つのビットも、０
に設定される。また、右端のビットも、そのセル内で最も高い色値である１４を表すので
、０に設定される。右端のビットの左側の２つのビットも、０に設定される。
【００８２】
　論理積（ｌｏｇｉｃａｌ　ａｎｄ）演算を、ヒストグラムマスクおよびクオリフィケー
ションマスクに実行してもよい。結果が０である（すなわち、全てのビットの結果が０で
ある）場合、Ｐ２圧縮をこのセルの圧縮に使うことができる。例えば、そうでなければ、
そのセルに対しては、Ｐ２圧縮を使わない。図９の論理積９０６は０であるので、セル９
００はＰ２圧縮が適していると判断できる。しかしながら、セル９００の任意の１つの画
素が色値８または色値９を含むように変えられた場合、セル９００はＰ２圧縮には適さな
いと判断されうる。
【００８３】
　一つ以上の所定の色値（デフォルトの色値（ｄｅｆａｕｌｔ　ｃｏｌｏｒ　ｖａｌｕｅ
））がセルに存在するときに、Ｐ２Ｄ圧縮とも呼ばれるＰ２圧縮のバリエーションが使わ
れてもよい。上記のように、ＹＣｂＣｒ色空間のＹチャネル、グレースケールの色空間、
および全てのＣＭＹＫ色空間については、デフォルト色値は、０および２５５であっても
よい。ＹＣｂＣｒ色空間のＣｂおよびＣｒ平面において、デフォルト値は、１２８および
２５５であってもよい。もし、セル内に、デフォルト色値のみが存在し、デフォルト色値
以外の色値が存在しない場合、Ｐ２Ｄ圧縮を用いることができる。また、変形例として、
各デフォルト色値の所定の閾値の範囲の色値がセル内に存在する場合には、Ｐ２Ｄ圧縮が
用いられてもよい。Ｐ２Ｄ圧縮は、Ｐ２圧縮よりいくらか効率的な符号化が可能である。
【００８４】
　ｉｖ．　Ｐ４圧縮（Ｐ４　Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ）
　所定のセル（注目セル）の全ての画素が、３つまたは４つの色値を使用して表すことが
できるときに、Ｐ４圧縮が使われてもよい。例えば、ステップ７００で形成されるヒスト
グラムが、セル内には３つまたは４つの色値だけが存在することを示す場合、Ｐ４圧縮が
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用いられてもよい。
【００８５】
　それ以外に、または、それに加えて、４つ以上の色値がセル内に表れているが、セル内
に存在する全ての色値が、セルを表現するのに用いることができる４つの色値の周辺（例
えば、４つの色値から所定の閾値の範囲内）に集まっている場合に、Ｐ４圧縮が用いられ
てもよい。例えば、所定の閾値が１であり、セルが１０、１１、５６、２１３、２１４、
および２５５の色値を含む場合、例えば、色値１０、５６、２１３、および２５５による
Ｐ４圧縮が用いられてもよい。
【００８６】
　ｖ．ＤＣＴ圧縮
　ＤＣＴ圧縮は、いかなるカラーパターンのセルに対しても用いることができる。いくつ
かの実施形態では、セルがＤ１、Ｇ４、Ｐ２またはＰ４圧縮を使用して圧縮されない場合
、最後の手段としてＤＣＴ圧縮が使われてもよい。ＤＣＴ圧縮を使用して圧縮されるセル
に対しては、次のステップが実行されてもよい：ＤＣＴ変換、スケーリング、量子化、二
次元に配列された係数配列の一次元のデータへの再配列、およびハフマン符号を用いたエ
ントロピー符号化。いくつかの実施形態では、ＤＣＴ符号化により、Ｊｏｉｎｔ　Ｐｉｃ
ｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＪＰＥＧ）規格による係数のサブセットに従っ
て、ハフマン符号化を用いて包括される量子化されたＤＣＴ係数の集合が得られてもよい
。本願明細書において提示される圧縮方法のうち、ＤＣＴ圧縮は最も効率の低い圧縮方法
である。
【００８７】
　ｅ．　例示の実施形態のセルベースの圧縮の符号化（Ｃｅｌｌ―Ｂａｓｅｄ　Ｃｏｍｐ
ｒｅｓｓｉｏｎ　Ｅｎｃｏｄｉｎｇ）
　表１に、上記の圧縮方法のビットストリームの符号化の一例を示す。表１は、所定のｍ
×ｎ画素セル（ｍ×ｎ画素の注目セル）が、圧縮される際にビットでコード化される方法
を示す。本願明細書において示されない他の符号化も可能である。
表１：

【００８８】
表１：各圧縮方法における圧縮されたビットストリームの符号化の例
　「圧縮方法」（Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ　Ｍｅｔｈｏｄ）の列は、セルを符号化するた
めに用いられる圧縮方法を示しており、上記の例示の実施形態の圧縮方法が、いくつかの
バリエーションと併せて含まれている。「オペコード」（Ｏｐｃｏｄｅ）の列は、各圧縮
方法を表す２―３ビットの表現を示している。いくつかの実施形態では、セルのオペコー
ドは、セルの圧縮のビットストリーム符号の始めに配置されてもよい。Ｄ１／Ｄ１Ｄ圧縮
を表すオペコードは、以降、「単色オペコード（ｓｉｎｇｌｅ－ｃｏｌｏｒ　ｏｐｃｏｄ
ｅ）」と呼ぶことがある。同様に、Ｐ２／Ｐ２Ｄ圧縮を表すオペコードは、「２色オペコ
ード（ｔｗｏ―ｃｏｌｏｒ　ｏｐｃｏｄｅ）」と呼ばれてもよい。そして、Ｐ４圧縮を表
すオペコードは「４色オペコード（ｆｏｕｒ―ｃｏｌｏｒ　ｏｐｃｏｄｅ）」と呼ばれて
もよく、Ｇ４圧縮を表すオペコードは「勾配演算コード（ｇｒａｄｉｅｎｔ　ｏｐｃｏｄ
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ｅ）」と呼ばれてもよく、そして、ＤＣＴ圧縮を表すオペコードは「ＤＣＴオペコード（
ＤＣＴ　ｏｐｃｏｄｅ）」と呼ばれてもよい。
【００８９】
　「オプション」（ｏｐｔｉｏｎｓ）の列には、コード化される圧縮方法に特有の一つ以
上のオプションが含まれていてもよい。例えば、Ｄ１Ｄ圧縮方法は、セル全体を、２つの
可能性のあるデフォルト値のうちの１つとして符号化する。オプション列のＶビットには
、いずれのデフォルト値が符号化されるかが符号化されていてもよい（例えば、低いほう
のデフォルト値に対し、Ｖ＝０とし、高いほうのデフォルト値に対しＶ＝１とする。）。
【００９０】
　別の例として、例えば、Ｄ１圧縮方法は、可能性がある２５６の値のうちの１つにより
、セル全体を符号化する。Ｄ１圧縮に対するオプションのＶ’ビットは、オプションに割
り当てられたビットに対し、そのセルの値を符号化する１バイトが続くことを示す。Ｄ１
ＤおよびＤ１圧縮に対し、ランレングスのバイト（ランレングスの列に関する下記の考察
参照）が存在するかどうかを、Ｒビットは示す。
【００９１】
　さらなる例として、Ｐ２圧縮方法は、Ｌビットを含んでいてもよい。Ｌビットは、Ｌビ
ットに続いて、２つの色値が存在することを示す。これらの色値は、Ｐ２圧縮方法で圧縮
されたセル内の全ての色値を表すのに使用される色値であってもよい。同様に、Ｐ４圧縮
方法は、Ｌ’ビットを含んでいてもよい。Ｌ’ビットは、Ｌ’ビットの後に、４つの色値
が存在することを示していてもよい。
これらの色値は、Ｐ４圧縮方法で圧縮されたセル内の全ての色値を表すのに使用される色
値であってもよい。
【００９２】
　「色値」（Ｃｏｌｏｒ　Ｖａｌｕｅｓ）の列は、圧縮されたセルを表すのに用いられる
一つ以上の色値を含んでいてもよい。上述のように、Ｄ１、Ｐ２、Ｐ４圧縮方法は、それ
ぞれ、１つ、２つおよび、４つの色値を特定する。各色値は、適切な数のビット（例えば
、０―２５５の色値の範囲の８ビット）によって表されることができる。
【００９３】
　「ラスター」（ｒａｓｔｅｒ）の列は、セル内の各画素の色値について、１画素につき
１ビットまたは２ビットの表現（例えば、ビットマップ）を表していてもよい。例えば、
Ｐ２Ｄ圧縮およびＰ２圧縮においては、セルにおいて各画素に２色の色値のうちのいずれ
が使われるか表すように１画素につき１ビットを使用してもよい。同様に、Ｐ４圧縮にお
いては、セル内の各画素に４色の色値のうちのいずれが使われているかを表すように１画
素につき２ビットを使用してもよい。ラスター列に記載の表現は、ランレングス符号化を
使用して、更に圧縮されてもよい。
【００９４】
　「ランレングス」（Ｌｅｎｇｔｈ）の列は、ランレングスの任意の１バイトの符号を含
むことができる。いくつかの実施形態では、単一の色値がセル全体を表すのに用いること
ができる長さの列は、Ｄ１ＤおよびＤ１圧縮についてのみ使われてもよい。ある場合には
、画像内の２つ以上の連続するセルの全てが、同じ単一の色値を使用して符号化されるこ
とが可能であってもよい。このように、ランレングスの列のバイトは、Ｄ１ＤまたはＤ１
圧縮における、同じ色値を使用して表現できる連続するセルの数を示していてもよい。
【００９５】
　表１には明確には示されていないが、ＤＣＴ圧縮の結果、ＤＣＴ圧縮方法により符号化
された結果に続くＤＣＴオペコードのビットストリームによって表されてもよい。
【００９６】
　ｆ．　例示の実施形態のセルベースの解凍（Ｃｅｌｌ―Ｂａｓｅｄ　Ｄｅｃｏｍｐｒｅ
ｓｓｉｏｎ）
　一旦、多くのセルが、例えば、上記の圧縮方法および符号化を使用して圧縮されると、
それらは効率的に格納されることができ、および／またはケーブルまたはネットワークを
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通じて効率的に送信されることができる。それにもかかわらず、ある時点で、セルを、オ
リジナルの画像に近いものに解凍することができる。本願明細書において記載されている
セルベースの圧縮技術は、損失性（ｌｏｓｓｙ）となる可能性があるので、解凍された画
像は、少なくともある程度は、オリジナル画像と異なる可能性がある。しかしながら、多
くの場合に、この違いは、人間によって認識されにくいか、またはオリジナル画像の許容
可能な変形版であると見做されうる。
【００９７】
　表１に記載の圧縮符号化によって符号化されたセルは、以下の通りに復号化および解凍
することができる。所定のセル（注目セル）の符号化のために、オペコードを読む。オペ
コードの値に基づいて、任意の適用できるオプション、色値、ラスタおよび／またはラン
レングスが、オペコードに続くビットから判断されてもよい。これらのパラメータから、
解凍されたバージョンのセルが、再現されてもよい。それから、画像が再現されるまで、
次のオペコードの読み込み等が行われる。
【００９８】
　例えば、オペコードが、Ｄ１Ｄ符号化を示す０００である場合、Ｖビットが色値を決定
するのに読み込まれ、Ｒビットがランレングスが存在するかどうかを決定するのに読み込
まれてもよい。それから、Ｖビットによって示されるデフォルト色値を呈している各セル
のすべての画素により、ランレングスの長さに相応した多くのセルが作られる。
【００９９】
　オペコードが、Ｄ１圧縮を示す００１である場合、Ｖ’ビットおよび色値フィールド（
ｃｏｌｏｒ　ｖａｌｕｅ　ｆｉｅｌｄ）が、色値を決定するのに読み出されてもよい。Ｒ
ビットが、ランレングスが存在するかどうか判断するのに、読み込まれてもよい。それか
ら、色値のフィールドによって示される色値を呈している各セルのすべての画素により、
ランレングスの長さに相応した多くのセルが作られてもよい。
【０１００】
　オペコードが、Ｐ２Ｄ圧縮を示す０１０である場合、ラスターフィールドが読み込まれ
てもよい。
ラスタフィールド（ｒａｓｔｅｒ　ｆｉｅｌｄ）のビットマップに従って、低いほうのデ
フォルト色値または高いほうのデフォルト色値を呈する各画素によりセルが作られる。
【０１０１】
　オペコードが、Ｐ２圧縮を示す０１１である場合、Ｌビット、色値フィールドおよびラ
スターフィールドが読み込まれてもよい。それから、セルは、ラスタフィールドのビット
マップに従って、２つの色値のうちの１つを呈する各画素により、セルが作られてもよい
。
【０１０２】
　オペコードが、Ｐ４圧縮を示す１００である場合、Ｌ’ビット、色値フィールドおよび
ラスタフィールドが読み込まれてもよい。それから、ラスタフィールドのビットマップに
従って、４つの色値のうちの１つを呈する各画素により、セルが作られてもよい。
【０１０３】
　オペコードが、Ｇ４符号化を示す１０１である場合、色値フィールドが、４つの角の画
素の色値を判断するのに読み込まれてもよい。それから、色値フィールドにより示される
色値のうちの１つを呈する各角の画素と、角以外の画素の色値を判断するのに用いられる
双一次補間により、セルが作られてもよい。
【０１０４】
　オペコードが、ＤＣＴ圧縮を示す１１である場合、ＤＣＴ圧縮の結果が読み込まれ、こ
のＤＣＴ符号化に従って、セルが作られてもよい。
【０１０５】
　ｇ．　圧縮効率（Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ）
　本願明細書において記載されているセルベースの圧縮技術は、非常に効率的となりうる
。実際には、平均して２０：１の圧縮比が認められた。以下の例により、この効率を説明
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する。
【０１０６】
　高速印刷システムが、ホスト－プリントデータ経路を使用して、１８０ページ／分（３
ページ／秒）を印刷すると仮定する。これらのページの解像度は、８インチ×１０インチ
のページにおいて６００ドット／インチ（ｄｐｉ）であると仮定する。そして、１バイト
の色値に符号化される３つのカラーチャネルが使われる。こうして、１秒に転送される圧
縮前のデータの総量は６００（ドット）×６００（ドット）×１０（インチ）×８（イン
チ）×３（カラーチャネル）×３（ページ）であり、約２４７メガバイトに等しい。上記
のセルベースの圧縮技術を使用して、このデータ量は、平均して、約１２．４メガバイト
に減少することができる。
【０１０７】
　４．　例示の実施形態における演算（Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ）
　図１０は、例示の実施形態のフローチャートである。このフローチャートで例示される
ステップは、印刷装置１００のような印刷装置、および／または、コンピュータ３００の
ようなコンピュータにより実行することができる。更に、個々の各ステップは、複数のコ
ンピュータで分割して実行される態様であってもよい。
【０１０８】
　ステップ１０００では、ｍ×ｎ画素セルが、入力画像から得られてもよい。入力画像は
ｍ×ｎより多くの画素を含んでいてもよく、そして、ｍ×ｎ画素セルのｍ×ｎ画素の各々
は色値を有していてもよい。いくつかの実施形態では、ｍ×ｎ画素セルは、入力画像の単
一のカラーチャネルの色値のみと関連付けられていてもよい。
【０１０９】
　ステップ１００２では、ｍ×ｎ画素セルの特徴が判断されてもよい。特徴を判断する工
程には、ｍ×ｎ画素セルの画素のうち最も低い色値および最も高い色値を判断する工程を
含んでいてもよい。
【０１１０】
　特徴を判断する工程は、ｍ×ｎ画素セルについての色値のヒストグラムを決定する工程
、およびヒストグラムから、ｍ×ｎ画素セル内の画素の色値のうち、２番目に低い色値お
よび２番目に高い色値を得る工程を更に含んでいてもよい。２番目に低い色値は、最も低
い色値に隣接している値であってもよいし、または、最も低い色値からある閾値の範囲内
にある値であってもよい。また、２番目に高い色値は、最も高い色値に隣接している値で
あってもよいし、または、最も高い色値からある閾値の範囲内にある値であってもよい。
それから、ヒストグラムから、最も低い色値、２番目に低い色値、２番目に高い色値およ
び最も高い色値以外の色値が、ｍ×ｎ画素セル内には存在しないと判断される。複数の出
力色値を選択する工程は、最も低い色値および２番目に低い色値のうちの１つと、および
２番目に高い色値および最も高い色値のうちの１つと、を選択する工程を含んでいてもよ
い。
【０１１１】
　ステップ１００４では、最も高い色値と最も低い色値との差が算出されてもよい。ステ
ップ１００６では、この差が差の閾値以下かどうかが決定されてもよい。
【０１１２】
　差が閾値以下である場合、それから、ステップ１００８において、出力の色値が、最も
高い色値と最も低い色値との間に含まれる色値から選択されてもよい。また、ステップ１
００８では、出力の色値の第１の表現が、出力媒体に書き込まれてもよい。第１の表現は
、単色オペコードおよび出力色値の表示を含んでいてもよい。差が閾値より大きい場合、
それから、ステップ１０１０において、複数の出力色値が選択され、複数の出力色値の第
２の表現が出力媒体に書き込まれてもよい。
【０１１３】
　出力媒体に書き込まれる表現（例えば、第１の表現または第２の表現）に基づいて、ｍ
×ｎ画素のセルの近似を、出力装置に再形成することができる。出力装置は、出力媒体と
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密接に関係していてもよいし、関係していなくてもよい。例えば、出力媒体が、印刷装置
内のデータ格納部（ｄａｔａ　ｓｔｏｒａｇｅ）であり、出力装置がその印刷装置であっ
てもよい。あるいは、出力媒体がコンピュータ内のデータ格納部であり、出力装置が印刷
装置であってもよい。
【０１１４】
　複数の出力色値は、２つの出力色値から構成されていてもよく、そして、第２の表現は
、２色オペコード、２つの出力色値それぞれの表示、およびｍ×ｎ画素セルの各画素を２
つの出力色値のうちの１つと関連付ける、ｍ×ｎ画素セルの画素ごとのビットマップを含
んでいてもよい。あるいは、複数の出力色値が、最多で４つの出力色値から構成されてお
り、第２の表現が、４色のオペコード、最多で４つの出力色値の各々の表示、およびｍ×
ｎ画素セルの各画素を最多で４つの出力色値のうちの１つと関連付ける、ｍ×ｎ画素セル
の画素ごとのビットマップを含んでいてもよい。
【０１１５】
　いくつかの実施形態では、特徴を判断する工程は、ｍ×ｎ画素セルについての色値のヒ
ストグラムを決定する工程と、ヒストグラムから、ｍ×ｎ画素セル内の画素の第１の中間
の色値および第２の中間の色値を得る工程とを更に含んでいてもよい。第１の中間の色値
および第２の中間の色値の各々は、最も低い色値と最も高い色値との間にあってもよい。
それから、ヒストグラムから、（ｉ）最も低い色値と、（ｉｉ）第１の中間の色値と、（
ｉｉｉ）第２の中間の色値と、（ｉｖ）最も高い色値と、（ｖ）最も低い色値、第１の中
間の色値、第２の中間の色値、および最も高い色値のうちの１つに隣接する１以上の色値
と、以外の色値が、ｍ×ｎ画素セル内には存在しないと判断されてもよい。この場合、複
数の出力色値を選択する工程は、４つの出力色値としての、最も低い色値、第１の中間の
色値、第２の中間の色値、および最も高い色値のそれぞれと同一またはその近傍の色値を
選択する工程を含んでいてもよい。あるいは、２つ以上の中間の色値が、使われてもよい
。
【０１１６】
　ある実施形態においては、ｍ×ｎ画素セル上にＤＣＴ圧縮演算を実行する工程を更に含
んでいてもよい。従って、複数の出力色値はＤＣＴ演算の結果に基づいていてもよく、第
２の表現はＤＣＴオペコードおよびＤＣＴ演算の結果を含んでいてもよい。
【０１１７】
　それに代えて、または、それに加えて、複数の出力色値は、４つの出力色値から構成さ
れていてもよい。４つの出力色値の各々は、ｍ×ｎ画素セルの４つの角の色値のうちの一
つであってもよく、第２の表現は勾配オペコードおよび４つの出力色値の各々の表示を含
んでいてもよい。さらに、ある場合には、セルの特徴を判断する工程は、更に、４つの出
力色値の双一次補間に基づいて、ｍ×ｎ画素のテンプレートセットを取得する工程と、ｍ
×ｎ画素セルの色値（例えば、画素値）をテンプレートセットの色値と比較する工程と、
ｍ×ｎ画素セルの色値がテンプレートセットの色値に少なくともほぼ一致すると判断する
工程と、を含んでいてもよい。
【０１１８】
　図１１Ａおよび１１Ｂは、セルベースの圧縮をさらに説明する、他の例示の実施形態の
フローチャートである。ステップ１１００では、ｍ×ｎ画素セルは、入力画像から得られ
てもよい。入力画像はｍ×ｎ画素より多くの画素を含んでいてもよく、ｍ×ｎ画素セルの
ｍ×ｎ個の画素の各々は色値を有していてもよい。
【０１１９】
　ステップ１１０２では、ｍ×ｎ画素セルの特徴が、判断されてもよい。特徴を判断する
工程は、ｍ×ｎ画素セルの画素の色値を決定する工程を含んでいてもよい。
【０１２０】
　ステップ１１０４では、最も高い色値と最も低い色値との差が、算出されてもよい。ス
テップ１１０６では、この差が、差の閾値と比較されてもよい。
【０１２１】
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　差が閾値以下である場合、それから、ステップ１１０８において、最も高い色値と最も
低い色値との間に含まれる出力色値が選択されてもよい。加えて、出力色値の第１の表現
が、出力媒体に書き込まれてもよい。第１の表現は、単色オペコードおよび出力色値の表
示を含んでいてもよい。
【０１２２】
　差が閾値より大きい場合、それから、ステップ１１１０において、ｍ×ｎ画素セルの色
値が、実質的に、２つの色値から構成されているかどうかが決定されてもよい。（ｉ）セ
ル内に２つの色値だけが存在する場合、（ｉｉ）セル内には３つの色値が存在し、それら
の３つの色値のうちの少なくとも２つは、数として連続している場合、（ｉｉｉ）セル内
に４つの色値が存在し、これらの色値のうちの少なくとも２つの組み合わせが数として連
続している場合、（ｉｖ）セル内の全ての色値が、１または２つの色値の周辺に集まって
いる場合、または、（ｖ）セル内の色値の他の考察に基づいて、ｍ×ｎ画素セルの色値は
、実質的に２つの色値から構成されていると考えられてもよい。
【０１２３】
　ｍ×ｎ画素セルの色値が実質的に２つの色値から構成されている場合、それから、ステ
ップ１１１２において、２つの色値の第２の表現が出力媒体に書き込まれてもよい。第２
の表現は、２色オペコード、２つの色値の各々の表示、およびｍ×ｎ画素セル内の各画素
を２つの色値のうちの１つと関連付ける、ｍ×ｎ画素セルの画素ごとのビットマップを含
んでいてもよい。
【０１２４】
　ｍ×ｎ画素セルの色値が実質的に２つより多い（３つ以上の）色値から構成されている
場合、それから、ステップ１１１４において、ｍ×ｎ画素セルの色値が、実質的に、３つ
または４つの色値から構成されているかどうかが決定されてもよい。（ｉ）セル内に３つ
または４つの色値だけ存在する場合、（ｉｉ）セル内に５～８つの色値が存在し、これら
の色値は、少なくとも２つが数として連続している場合、（ｉｉｉ）セル内の全ての色値
が、３または４つの色値の周辺に集まっている場合、または、（ｉｖ）セル内の色値の他
の考察に基づいて、ｍ×ｎ画素セル内の色値は、実質的に３つまたは４つの色値から構成
されていると見做されてもよい。
【０１２５】
　ｍ×ｎ画素セルの色値が実質的に３つまたは４つの色値から構成されている場合、それ
から、ステップ１１１６において、３つまたは４つの色値の第３の表現が出力媒体に書き
込まれてもよい。第３の表現は、４色のオペコード、３つまたは４つの色値の各々の表示
、およびｍ×ｎ画素セル内の各画素を３つまたは４つの色値のうちの１つと関連付ける、
ｍ×ｎ画素セルの画素ごとのビットマップを含んでいてもよい。
【０１２６】
　ｍ×ｎ画素セルの色値が、実質的に４つ以上の色値から構成されている場合、それから
、ステップ１１１８において、離散コサイン変換（ＤＣＴ）の演算が、ｍ×ｎ画素セルに
対して実行されてもよく、第４の表現が出力媒体に書き込まれてもよい。第４の表現は、
ＤＣＴオペコードおよびＤＣＴ演算の結果を含んでいてもよい。
【０１２７】
　５．結論
　本願に記載された具体的な実施形態は、様々な態様の説明を意図しており、本発明はこ
れらの実施形態に限定されるものではない。当業者に明らかなように、その趣旨および範
囲を逸脱しない範囲で、多くの修正変更がなされてもよい。本発明の範囲内の機能的に等
価な方法および装置は、本願明細書において列挙されるそれらに加えて、上記の説明から
明らかなものである。この種の修正変更は、添付の請求の範囲の範囲内に入ることを意図
している。
【０１２８】
　図示の、あるいは、本願明細書において述べられる、梯子図、シナリオおよびフローチ
ャートの一部または全部に関して、各ブロックおよび／または通信は、例示の実施形態に
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従って、情報の処理および／または情報の通信を表していてもよい。別の例示の実施形態
は、この種の例示の実施形態の範囲内に含まれていてもよい。さらに、より多いあるいは
より少ないブロックおよび／または機能が、本願明細書において述べられる梯子図、シナ
リオおよびフローチャートのいずれかと共に用いられてもよく、一部で、または、全体と
して、これらの梯子図、シナリオおよびフローチャートは互いに結合されてもよい。
【０１２９】
　情報の処理を表すステップおよびブロックは、本願明細書において説明された方法や技
術の具体的な論理的機能を実行するように構成される電子回路に対応していてもよい。そ
の代わりに、あるいはそれに加えて、情報の処理を示すステップまたはブロックは、モジ
ュール、セグメント、またはプログラムコード（関連したデータを含む）の一部に、対応
していてもよい。プログラムコードは、方法または技術における特定の論理的機能または
動作を実行するプロセッサによって実行可能な一つ以上の命令を含んでいてもよい。プロ
グラムコードおよび／または関連するデータは、任意の形態の、例えばディスク駆動装置
、ハードディスクまたは他の記憶媒体を含む記憶装置のような、コンピュータ読み取り可
能な記録媒体にも格納することができる。
【０１３０】
　コンピュータ読み取り可能な記録媒体は、例えばレジスタ・メモリ、プロセッサ・キャ
ッシュおよび／またはランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）のような短い期間にデータ
を格納するコンピュータ読み取り可能な記録媒体等の、非一時的なコンピュータ読み取り
可能な記録媒体を含んでいてもよい。コンピュータ読み取り可能な記録媒体は、例えば、
リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、光ディスクまたは磁気ディスク、および／またはＣＤ
―ＲＯＭ（ＣＤ―ＲＯＭ）等の、二次的あるいは持続的な長期保存可能な記録媒体のよう
な、より長い期間、プログラムコードおよび／またはデータを格納する非一時的なコンピ
ュータ読み取り可能な記録媒体を含んでいてもよい。コンピュータ読み取り可能な記録媒
体は、他の任意の揮発性あるいは不揮発性の記憶装置でもあってもよい。コンピュータ読
み取り可能な記録媒体は、例えば、コンピュータ読み取り可能な格納媒体および／または
有形の記憶装置と考えられてもよい。
【０１３１】
　方法は、以下を含む：コンピュータにより、ｍ×ｎ以上の画素を含む入力画像から、画
素のそれぞれが色値を有するｍ×ｎ画素セルを得る工程と、前記コンピュータにより、前
記ｍ×ｎ画素セルにおける最も高い色値と、最も低い色値と、を決定する工程を含む、前
記ｍ×ｎ画素セルの特徴を判断する工程と、前記コンピュータにより、前記最も高い色値
と前記最も低い色値との間の差を算出する工程と、前記差が閾値差以下である場合、前記
コンピュータにより、前記最も高い色値と、前記最も低い色値との間に含まれる色値から
、１の出力色値を選択し、単色オペコードと、前記出力色値の表示と、を含む、前記出力
色値の第１の表現を出力媒体に書き込む工程と、前記差が前記閾値差より大きい場合、前
記コンピュータにより、複数の出力色値を選択し、前記複数の出力色値の第２の表現を前
記出力媒体に書き込む工程。
【０１３２】
　上記の方法において、前記ｍ×ｎ画素セルは、前記入力画像の単一のカラーチャンネル
における複数の色値と関連付けられている。
【０１３３】
　上記の方法において、前記複数の出力色値は、２つの出力色値を含み、前記第２の表現
は、２色演算コードと、前記２つの出力色値のそれぞれの表示と、前記ｍ×ｎ画素セルの
各画素を、前記２つの出力色値のうちの１つと関連付ける前記ｍ×ｎ画素セルの画素ごと
のビットマップと、を含む。
【０１３４】
　上記の方法において、前記特徴を判断する工程は、前記ｍ×ｎ画素セルにおける色値の
ヒストグラムを決定する工程と、前記ヒストグラムから、前記ｍ×ｎ画素セル内の色値の
うち、前記最も低い色値からある閾値の範囲内にある２番目に低い色値と、前記最も高い
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色値から前記ある閾値の範囲内にある２番目に高い色値と、を取得する工程と、前記ヒス
トグラムから、前記ｍ×ｎ画素セルには、前記最も低い色値と、前記２番目に低い色値と
、前記２番目に高い色値と、前記最も高い色値と、以外の色値が存在しないと判断する工
程と、を含み、前記複数の出力色値を選択する工程は、前記最も低い色値と前記２番目に
低い色値とのうちの１つと、前記２番目に高い色値と前記最も高い色値とのうちの１つと
、を選択する工程を含む。
【０１３５】
　上記の方法において、前記複数の出力色値は、最大４つの出力色値からなり、前記第２
の表現は、４色演算コードと、前記最大４つの出力色値の各々の表示と、前記ｍ×ｎ画素
セル内の各画素を、前記最大４つの出力色値のうちの１つと関連付けるｍ×ｎ画素セルの
画素ごとのビットマップと、を含む。
【０１３６】
　上記の方法において、前記特徴を判断する工程は、前記ｍ×ｎ画素セルの色値のヒスト
グラムを決定する工程と、前記ヒストグラムから、前記最も低い色値と前記最も高い色値
との間にそれぞれ存在する第１の中間色値と、第２の中間色値とを取得する工程と、前記
ヒストグラムから、前記最も低い色値と、前記第１の中間色値と、前記第２の中間色値と
、前記最も高い色値と、前記最も低い色値と、前記第１の中間色値と、前記第２の中間色
値と、前記最も高い色値と、のうちの１つに隣接する１つ以上の色値と、以外の色値が、
前記ｍ×ｎ画素セルに存在しないと判断する工程と、をさらに含み、前記複数の出力色値
を選択する工程は、前記最も低い色値と、前記第１の中間色値と、前記第２の中間色値と
、前記最も高い色値と、のそれぞれ、またはそれらの近傍の色値を、前記４つの出力色値
として選択する工程を含む。
【０１３７】
　上記の方法において、前記ｍ×ｎ画素セル上において離散コサイン変換（ＤＣＴ）を実
行する工程をさらに含み、前記複数の出力色値は、前記ＤＣＴの演算結果に基づいており
、前記第２の表現は、ＤＣＴオペコードと、前記ＤＣＴ演算結果を含む。
【０１３８】
　上記の方法において、前記複数の出力色値は、４つの出力色値から構成されており、前
記４つの出力色値のそれぞれは、前記ｍ×ｎ画素セルの角の色値であり、前記第２の表現
は、勾配オペコードと、前記４つの色値の各々の表示と、を含む。
【０１３９】
　上記の方法において、前記特徴を判断する工程は、前記４つの出力色値の双一次補間に
基づいて、ｍ×ｎの画素のテンプレートセットを取得する工程と、前記ｍ×ｎ画素セルの
色値を前記テンプレートセットのｍ×ｎの画素の色値と比較する工程と、前記ｍ×ｎ画素
セルの画素の色値が、前記テンプレートセットにおけるｍ×ｎの画素の色値と、少なくと
もほぼ一致すると決定する工程と、を含む。
【０１４０】
　上記の方法において、前記出力媒体に書き込まれる表現に基づいて、出力装置に、ｍ×
ｎ画素セルの色値の近似値を再形成する工程をさらに含む。
【０１４１】
　非一時的なコンピュータ読み取り可能な記録媒体は、コンピュータによる実行において
、前記コンピュータに、上記のいずれかに記載の方法の動作を実行させるプログラム命令
を格納する。
【０１４２】
　コンピュータは、プロセッサと、データ記憶装置と、前記データ記憶装置に格納され、
前記コンピュータによる実行において、前記コンピュータに、上記のいずれかに記載の方
法の動作を実行させるプログラム命令を備える。
【０１４３】
　プログラムは、コンピュータによる実行において、前記コンピュータに上記のいずれか
に記載の方法の動作を実行させるプログラム。
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　方法は、以下を含む：コンピュータにより、ｍ×ｎ以上の画素を含む入力画像から、画
素のそれぞれが色値を有するｍ×ｎ画素セルを得る工程と、前記コンピュータにより、前
記ｍ×ｎ画素セル内の画素の色値を判断する工程を含む、前記ｍ×ｎ画素セルの特徴を判
断する工程と、前記コンピュータにより、前記色値のうち、最も高い色値と最も低い色値
との間の差を算出する工程と、前記差が閾値差以下である場合、前記コンピュータにより
、前記最も高い色値と、前記最も低い色値との間に含まれる色値から１の出力色値を選択
し、単色オペコードと、前記出力色値の表示と、を含む、前記出力色値の第２の表現を、
出力媒体に書き込む工程と、他の場合において、前記ｍ×ｎ画素セルの前記色値が実質的
に２つの色値から構成されている場合、前記コンピュータにより、２色オペコードと、前
記２つの出力色値のそれぞれの表示と、前記ｍ×ｎ画素セル内の各画素を、前記２つの出
力色値のうちの１つと関連付ける、前記ｍ×ｎ画素セルの画素ごとのビットマップと、を
含む、第２の表現を前記出力媒体に書き込む工程と、さらに他の場合において、前記ｍ×
ｎ画素セルの前記色値が実質的に３つまたは４つの色値から構成されている場合、前記コ
ンピュータにより、４色オペコードと、前記３つまたは４つの色値のそれぞれの表示と、
前記ｍ×ｎ画素セルの各画素を、前記３つまたは４つの色値のうちの１つと関連付ける、
前記ｍ×ｎ画素セルの画素ごとのビットマップと、を含む第３の表現を前記出力媒体に書
き込む工程と、さらに他の場合において、前記ｍ×ｎ画素セルの前記色値が、実質的に４
つより多い色値から構成されている場合、前記コンピュータにより、前記ｍ×ｎ画素に対
して離散コサイン変換（ＤＣＴ）の演算を実行し、ＤＣＴオペコードと、前記ＤＣＴ演算
の結果と、を含む、第４の表現を前記出力媒体に書き込む工程。
【０１４５】
　様々な態様および例示の実施形態が本願明細書において開示されているが、他の態様お
よび実施形態が当業者にとって明らかになるであろう。本明細書において開示されている
様々な態様および例示の実施形態は、以下の特許請求の範囲によって示される範囲および
趣旨において説明の目的で示されたものであり、限定を目的とするものではない。
【産業上の利用可能性】
【０１４６】
　本発明は、デジタル画像のセルベースの圧縮（Ｄｉｇｉｔａｌ　ＩｍａｇｅｓのＣｅｌ
ｌ―Ｂａｓｅｄ　Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ）に適用できる。
【符号の説明】
【０１４７】
　１００　印刷装置
　１０２　トレイ
　１０４　給紙カセット
　１０６　ユーザ・インタフェース
　１０８　スキャナー素子
　１１０　筐体
　２００，３００　コンピュータ
　２０２　プロセッサ
　２０４　データ記憶部
　２０６　入出力機能
　２０８　システムバス
　３０２　スキャナ機能
　３０４　印刷機能
　３０６　スキャン－ホストデータ経路
　３０８　ホスト－プリントデータ経路
　３１０　スキャン－プリントデータ経路
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